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粟国村

議会傍聴について議会傍聴について
　12月定例会は、12月6日（火）
開会予定です。
　粟国村ホームページ、インフォ
メーションに粟国村議会・粟国村
議会だよりを掲載していますので
ご覧ください。
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議 会 の 動 き議 会 の 動 き

表紙の題字と写真をお寄せください表紙の題字と写真をお寄せください
題字（議会だより）と写真を募集しています。
連絡先：議会事務局　
　　　　電話：988-2222　FAX：988-2281
             Mail：gikai@vill.aguni.okinawa.jp

新体制でスタート新体制でスタート



会　計　名

健全化判断比率 令和3年度 令和2年度 早期健全化基準 対前年度比率

歳　　入 歳　　出 議決結果
特別会計決算

令和3年度決算における健全化判断比率 （単位：％）

118,670,628
392,266,785
96,749,703
21,545,112
55,361,643
8,407,061

－
－
7.6
44.5

－
－
8.0
21.4

15.0
20.0
25.0
350.0

－
－
△0.4
△23.1

国民健康保険特別会計
航路事業事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
村民牧場事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

①実質赤字比率
②連結実質赤字比
③実質公債費比率
④将来負担比率

105,955,227
392,266,785
96,251,679
21,047,608
50,515,421
8,215,524

認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定

①実質赤字比率とは：普通会計の赤字額が標準財政規模に占める割合
②連結実質赤字比率とは：全会計の赤字額が標準財政規模に占める割合
③実質公債費比率とは：普通会計が負担する実質的な負債額が標準財政規模に占める割合、3か年の平均
④将来負担比率とは：普通会計が将来負担すべき実質的な負債額が標準財政規模に占める割合

　令和4年第5回定例会では、９月13日から14日までの
2日間の会期で開催されました。この中で、各会計の決算
認定、補正予算、条例の一部改正な14件について審議

し、すべて可決されました。審議結果は15ページに掲載
しています。

監査委員からの令和３年度決算について報告がありました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

 一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入3,118,628千円、歳出2,867,942千円である。前年度と比較し
て、歳入で310,624千円（11.1％）、歳出で215,261千円（8.1％）それぞれ増となっている。
執行率は、72.2％で前年度に比べ16.8ポイント増加している。主な要因としては、繰越金が527,799千円減
少している。
　収入未済額は、12,336,634円で、村税は12,027,282円で、前年度に比べて1,662,243円の減、不納欠損
額は0円で、前年度に比べて1,212,300円の減である。新型コロナウイルス感染症の影響により、徴収業務
が厳しい状況の中、様々な取り組みを行った結果となっている。引き続き、納税者の負担の公平性の視点に
立ち、納期内納付等の納付指導による新たな滞納者の発生を抑制するとともに、滞納処分の適正な執行に
より財源確保に努められたい。また、使用料等の収入未済額が増えているため適切な徴収業務に努められ
たい。
　一般会計から特別会計への繰出金は85,859千円で前年度より4,650千円（5.7％）の増加となっている。
特別会計は独立採算の原則に沿った事業運営を行うため、収支改善のためあらゆる方策を検討し、実効性
のある経営の健全化に取り組まれたい。
全般的に事務事業の執行については、おおむね適正に処理されたものと認められるが、事業着手が遅く、繰
越になっている、または未執行で不用額が生じている事業も見受けられるため、適正な執行管理を行うよう
要望する。
　航路事業については、資金不足が発生しており、再びこのような事態が起きないよう、予算管理を徹底し、
進捗状況の確認とともに定期的に歳入歳出の執行状況を把握できる管理体制を構築されたい。
また、今決算審査及び例月出納検査時において指摘してきた事項については速やかに改善されるよう要望
する。
　以上のように、未だ収束が見えない新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ侵攻の長期化な
どが村民の生活、村内経済に与える影響を見通すことは難しいが、新たな行財政需要や感染症等の財政需
要に対応できるよう、引き続き、村民の暮らしを守るため、迅速かつ的確な予算編成を行い事業執行に取り
組まれることを要望する。

24億2,562万7千円
2 1 億9,369万円歳出

歳入

村税
（村民税、固定資産税など）
55,238,581

村税
（村民税、固定資産税など）
55,238,581

村税
55,543,893
村税
55,543,893

その他①
26,237,325
その他①
26,237,325
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24,552,151
その他①  
24,552,151

繰越金
143,445,913
繰越金
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諸収入
18,202,652
諸収入
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国庫支出金
147,856,180
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村債
（村の借入金）
393,308,000

村債
（村の借入金）
393,308,000

県支出金
309,619,689
県支出金

309,619,689

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

822,691,000

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

822,691,000

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

890,856,180

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

890,856,180

繰入金
822,691,000
繰入金
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議会費
39,923,995
議会費

39,923,995

議会費
38,038,946
議会費

38,038,946

諸支出金
62,842,716
諸支出金
62,842,716

総額
1,680,814,473
総額
1,680,814,473

総額
1,757,208,577
総額
1,757,208,577

総額
2,425,627,944
総額
2,425,627,944
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2,193,690,715
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村債
（村の借入金）
97,977,000
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（村の借入金）
97,977,000
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348,675,670
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195,472,429
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195,472,429

総務費
899,652,552
総務費

899,652,552
民生費

182,910,950
民生費

182,910,950

衛生費
81,961,625
衛生費

81,961,625

農林水産費
97,768,796
農林水産費
97,768,796

商工費
37,048,151
商工費

37,048,151

農林水産費
119,077,461
農林水産費

119,077,461

消防費
8,892,359
消防費

8,892,359

商工費
46,471,274
商工費

46,471,274

教育費
123,049,687
教育費

123,049,687 公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

118,763,510

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

118,763,510
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土木費

49,209,829

消防費
12,539,363
消防費

12,539,363
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土木費

59,318,357
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107,382,408
教育費

107,382,408

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

128,378,275

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

128,378,275

歳入

歳出 （単位 : 円）

（単位 : 円）

9
月
定
例
会

第
5
回

令
和
4
年
度
予
算

その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金、
　　　　　株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得税交付金、
　　　　　自動車税環境性能割交付金、地方特例交付金

その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金、
　　　　　株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得税交付金、
　　　　　自動車税環境性能割交付金、地方特例交付金

令和3年度
決算を認定

一般会計

総務費
1,218,838,227

総務費
1,218,838,227

民生費
205,464,862
民生費

205,464,862

衛生費
203,041,844
衛生費

203,041,844

令和2年度

令和3年度

令和2年度

令和3年度
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会　計　名

健全化判断比率 令和3年度 令和2年度 早期健全化基準 対前年度比率

歳　　入 歳　　出 議決結果
特別会計決算

令和3年度決算における健全化判断比率 （単位：％）

118,670,628
392,266,785
96,749,703
21,545,112
55,361,643
8,407,061

－
－
7.6
44.5

－
－
8.0
21.4

15.0
20.0
25.0
350.0

－
－
△0.4
△23.1

国民健康保険特別会計
航路事業事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
村民牧場事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

①実質赤字比率
②連結実質赤字比
③実質公債費比率
④将来負担比率

105,955,227
392,266,785
96,251,679
21,047,608
50,515,421
8,215,524

認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定

①実質赤字比率とは：普通会計の赤字額が標準財政規模に占める割合
②連結実質赤字比率とは：全会計の赤字額が標準財政規模に占める割合
③実質公債費比率とは：普通会計が負担する実質的な負債額が標準財政規模に占める割合、3か年の平均
④将来負担比率とは：普通会計が将来負担すべき実質的な負債額が標準財政規模に占める割合

　令和4年第5回定例会では、９月13日から14日までの
2日間の会期で開催されました。この中で、各会計の決算
認定、補正予算、条例の一部改正な14件について審議

し、すべて可決されました。審議結果は15ページに掲載
しています。

監査委員からの令和３年度決算について報告がありました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

 一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入3,118,628千円、歳出2,867,942千円である。前年度と比較し
て、歳入で310,624千円（11.1％）、歳出で215,261千円（8.1％）それぞれ増となっている。
執行率は、72.2％で前年度に比べ16.8ポイント増加している。主な要因としては、繰越金が527,799千円減
少している。
　収入未済額は、12,336,634円で、村税は12,027,282円で、前年度に比べて1,662,243円の減、不納欠損
額は0円で、前年度に比べて1,212,300円の減である。新型コロナウイルス感染症の影響により、徴収業務
が厳しい状況の中、様々な取り組みを行った結果となっている。引き続き、納税者の負担の公平性の視点に
立ち、納期内納付等の納付指導による新たな滞納者の発生を抑制するとともに、滞納処分の適正な執行に
より財源確保に努められたい。また、使用料等の収入未済額が増えているため適切な徴収業務に努められ
たい。
　一般会計から特別会計への繰出金は85,859千円で前年度より4,650千円（5.7％）の増加となっている。
特別会計は独立採算の原則に沿った事業運営を行うため、収支改善のためあらゆる方策を検討し、実効性
のある経営の健全化に取り組まれたい。
全般的に事務事業の執行については、おおむね適正に処理されたものと認められるが、事業着手が遅く、繰
越になっている、または未執行で不用額が生じている事業も見受けられるため、適正な執行管理を行うよう
要望する。
　航路事業については、資金不足が発生しており、再びこのような事態が起きないよう、予算管理を徹底し、
進捗状況の確認とともに定期的に歳入歳出の執行状況を把握できる管理体制を構築されたい。
また、今決算審査及び例月出納検査時において指摘してきた事項については速やかに改善されるよう要望
する。
　以上のように、未だ収束が見えない新型コロナウイルス感染症やロシアによるウクライナ侵攻の長期化な
どが村民の生活、村内経済に与える影響を見通すことは難しいが、新たな行財政需要や感染症等の財政需
要に対応できるよう、引き続き、村民の暮らしを守るため、迅速かつ的確な予算編成を行い事業執行に取り
組まれることを要望する。
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村債
（村の借入金）
97,977,000

県支出金
348,675,670
県支出金
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商工費

37,048,151

農林水産費
119,077,461
農林水産費

119,077,461

消防費
8,892,359
消防費

8,892,359

商工費
46,471,274
商工費

46,471,274

教育費
123,049,687
教育費

123,049,687 公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

118,763,510

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

118,763,510

土木費
49,209,829
土木費

49,209,829

消防費
12,539,363
消防費

12,539,363
諸支出金
33,990,000
諸支出金
33,990,000

土木費
59,318,357
土木費

59,318,357

教育費
107,382,408
教育費

107,382,408

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

128,378,275

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

128,378,275

歳入

歳出 （単位 : 円）

（単位 : 円）

9
月
定
例
会

第
5
回

令
和
4
年
度
予
算

その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金、
　　　　　株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得税交付金、
　　　　　自動車税環境性能割交付金、地方特例交付金

その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金、
　　　　　株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得税交付金、
　　　　　自動車税環境性能割交付金、地方特例交付金

令和3年度
決算を認定

一般会計

総務費
1,218,838,227

総務費
1,218,838,227

民生費
205,464,862
民生費

205,464,862

衛生費
203,041,844
衛生費

203,041,844

令和2年度

令和3年度

令和2年度

令和3年度

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

令
和
4
年
9
月
定
例
会

 

公
約
の
実
現
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
村
長
が
就
任
し
約
２
年
が

経
ち
ま
す
。
改
め
て
伺
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
公
約
か
伺
い

た
い
。
ま
た
、
そ
の
達
成
率
と

評
価
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
伺
い
た
い
。

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付

金
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

①
令
和
４
年
度
の
粟
国
村
の

配
分
額
は
2
億
9
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
残
り
の
配

分
額
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

計
画
を
し
て
い
る
か
伺
い
た

い
。

離
島
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

①
こ
れ
ま
で
何
度
か
提
案
し

て
い
る
牛
舎
建
設
に
つ
い
て

事
業
化
の
計
画
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A 
答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

公
約
に
つ
い
て
は
、
評
価
が

甘
く
な
ら
な
い
よ
う
、
各
担
当

課
長
に
、
そ
の
達
成
率
と
評
価

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
防
風
林

の
再
整
備
、
後
継
者
育
成
、
漁

港
と
港
の
併
用
、
一
周
道
路
事

業
再
着
手
、
起
業
者
の
応
援
に

つ
い
て
は
達
成
率
が
0
％
で

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
残
り

任
期
中
に
着
手
す
る
所
存
で

す
。
今
回
の
職
員
か
ら
の
評
価

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
他

の
施
策
に
つ
い
て
も
達
成
率

を
上
げ
、
同
時
に
新
た
な
要
請

や
施
策
も
視
野
に
入
れ
て
取

り
組
む
所
存
で
す
。
小
橋
川
議

員
の
本
御
質
問
で
、
初
心
忘
る

べ
か
ら
ず
の
思
い
を
改
め
て

強
く
持
て
た
こ
と
、
公
約
の
再

確
認
と
評
価
が
で
き
た
こ
と

に
対
し
、
議
員
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
の
執
行
状
況
に
つ
い

て
令
和
４
年
度
粟
国
村
の

分
配
額
は
2
億
9
0
0
万

円
、
今
年
度
は
９
事
業
、

1
億
3
5
8
2
万
8
0
0
0

円
の
交
付
決
定
が
見

込

ま

れ

、

残

り

が

7
3
1
7
万
2
0
0
0
円
で

す
。
現
在
、
11
月
の
交
付
決
定

に
向
け
て
、
那
覇
発
の
フ
ェ

リ
ー
往
復
料
金
の
割
引
助
成

に
つ
い
て
県
と
調
整
を
行
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

　

３
番
目
の
離
島
活
性
化
事

業
に
つ
い
て
、
事
業
化
に
あ

た
っ
て
は
新
た
な
視
点
か
ら

畜
舎
や
草
地
や
用
地
の
確
保
、

牛
舎
の
運
営
な
ど
の
問
題
も

ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
事

業
化
に
向
け
て
は
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

Q 

質
問

　

ま
ず
公
約
の
前
に
、
令
和

４
年
度
2
億
9
0
0
万
円
の

配
分
に
つ
い
て
、
今
９
月
で

す
。
7
0
0
0
万
円
の
事
業
に

つ
い
て
考
え
が
な
い
の
が
民

生
課
だ
け
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
各
課
で
職

員
集
め
て
各
課
で
提
案
を

練
っ
て
、
課
長
会
議
に
出
し

て
、
村
長
に
提
案
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

た
だ
い
ま
の
お
話
は
至
極

最
も
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に

私
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
足

り
な
さ
の
一
言
に
尽
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
私

が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
で
職
員
を
ま
と
め
て
、
課

長
を
ま
と
め
て
、
課
長
の
皆
さ

ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
士
気

を
上
げ
る
よ
う
私
が
頑
張
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
皆

さ
ん
の
期
待
に
添
う
よ
う
な

一
括
交
付
金
の
計
画
を
立
て

て
ご
披
露
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
皆
さ

ん
か
ら
い
ろ
ん
な
ご
意
見
、
こ

う
い
う
の
に
一
括
交
付
金
を

つ
か
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い

う
ご
要
望
等
も
あ
り
ま
し
た

ら
、
私
ど
も
素
直
に
受
け
入
れ

る
所
存
で
す
。

Q 

質
問

　

政
治
家
は
１
期
で
種
を
ま

く
、
２
期
目
で
花
が
咲
く
と

い
う
。
種
は
ま
い
た
ん
だ
け
ど

水
を
あ
げ
る
の
誰
、
肥
料
を
ま

く
の
は
誰
、
議
員
だ
、
副
村
長

だ
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
職
員
で

す
。
村
長
が
種
を
ま
い
た
ら
そ

の
後
水
を
あ
げ
る
、
肥
料
を
あ

げ
る
、
こ
れ
は
職
員
で
す
。
村

小橋川  聡 議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

民
が
こ
の
村
長
に
託
し
た
の

だ
か
ら
舵
を
取
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
だ
け
ど
も
舵
を
取
り

た
い
け
れ
ど
働
い
て
く
れ
な

い
と
困
り
ま
す
。
課
長
の
皆
さ

ん
、
さ
っ
き
民
生
課
長
は
何

も
考
え
て
な
い
と
言
う
け
ど
、

ほ
っ
と
け
、
ど
う
せ
村
長
が
や

る
か
ら
い
い
よ
と
思
っ
て
い

ま
す
か
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
駄

目
で
す
。
み
ん
な
で
考
え
て
み

ん
な
で
後
押
し
し
な
い
と
。
役

場
に
入
っ
た
ら
何
と
書
い
て

い
ま
す
か
、
愛
民
と
書
い
て
い

ま
す
。
職
員
も
み
ん
な
思
わ
な

い
と
実
現
し
ま
せ
ん
。

《
要
望
》

　

今
回
の
質
問
は
、
こ
の
３
つ

の
項
目
で
し
た
が
、
最
終
的
に

は
一
つ
で
す
。
公
約
を
掲
げ
て

せ
っ
か
く
１
期
４
年
間
頑
張

ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
達
成

し
な
い
と
い
う
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
達
成
し
な
い

か
ら
悪
い
の
で
は
な
く
、
や
ろ

う
と
し
な
い
の
が
駄
目
で
す
。

こ
れ
は
村
長
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
議
員
に
も
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
思
っ

て
く
れ
な
い
と
実
現
は
し
ま

せ
ん
と
い
う
一
般
質
問
で
し

た
。
最
後
に
総
務
課
長
が
意
見

を
集
約
し
て
令
和
５
年
度
の

一
括
交
付
金
、
満
額
に
近
い
計

画
を
立
て
て
予
算
化
で
き
る

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

粟
国
村
歯
科
診
療
所
の
運

営
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
令
和
４
年
１
月
27
日
に
開

業
以
降
、
令
和
４
年
８
月
ま

で
、
月
別
初
診
者
、
再
診
者
の

人
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
診
療
費
の
徴
収
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

③
村
民
が
満
足
で
き
る
診
療

所
の
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
改
善
・
計
画
を
考
え

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長　

　

令
和
４
年
８
月
ま
で
の
月

別
初
診
者
、
再
受
診
者
の
人
数

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
１
月

の
初
診
者
11
名
、
再
診
者
１

名
。
２
月
の
初
診
者
17
名
、
再

診
者
34
名
。
３
月
の
初
診
者
14

名
、
再
診
者
48
名
。
４
月
の
初

診
者
８
名
、
再
診
者
39
名
。
５

月
の
初
診
者
５
名
、
再
診
者
39

名
。
６
月
の
初
診
者
５
名
、
再

診
者
40
名
。
７
月
の
初
診
者
２

名
、
再
診
者
40
名
。
８
月
の
初

診
者
４
名
、
再
診
者
43
名
。
合

計
、
初
診
者
66
名
、
再
診
者

2
8
4
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
診
療
費
の
徴
収
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

４
月
分
9
2
2
0
円
、
５

月
の
7
5
4
0
円
、
６
月

8
8
9
0
円
徴
収
し
、
合
計

2
万
5
6
5
0
円
、８
月
の
末

に
、
処
理
済
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
レ
セ
プ
ト
請
求
作
成

シ
ス
テ
ム
の
入
力
作
業
と
、
レ

セ
プ
ト
の
照
合
等
に
時
間
を

要
し
て
い
ま
す
が
、
随
時
診
療

所
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

村
民
が
満
足
で
き
る
診
療

所
の
体
制
に
つ
い
て
、
現
在
、

村
民
に
喜
ば
れ
る
歯
科
診
療

所
と
し
て
利
用
者
に
向
け
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
と
今
後
の

歯
科
診
療
所
の
運
営
に
つ
い

て
、
歯
科
診
療
所
の
医
師
と
会

議
を
定
期
的
に
開
催
予
定
で

す
。

Q 

質
問

　

１
月
か
ら
の
診
療
の
人
数

か
ら
も
歯
科
の
診
療
を
待
ち

か
ね
た
方
々
が
、
歯
科
の
診
療

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
数
字

で
表
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
先
ほ
ど
村
長
の
ほ

う
か
ら
診
療
費
の
徴
収
は
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
中
に
は
診
療
費
の
徴
収
が

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
方
々

か
ら
の
苦
情
が
あ
り
ま
し
た

の
で
今
回
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歯
科
診
療
の
診
察

券
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
で

き
て
い
な
い
の
で
早
急
に

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

支
払
い
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
開
業
以
来
す
ぐ
に
入
力
で

き
た
の
か
、
役
場
も
ち
ゃ
ん
と

確
認
で
き
て
い
た
の
か
答
弁

も
ら
え
ま
す
か
。

A 

答
弁  

濱
川
克
也 

　
　
　
　
　
　

 

民
生
課
長

　

先
ほ
ど
の
診
察
券
に
関
し

て
は
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
作

成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

シ
ス
テ
ム
作
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
先
生
と
調
整
し
な
が

ら
、
電
話
で
業
者
の
方
と
や
り

赤嶺眞知子議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

取
り
し
な
が
ら
で
き
る
と
い

う
お
話
で
し
た
の
で
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
徐
々
に

慣
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
も

し
何
か
あ
れ
ば
役
場
も
一
緒

に
相
談
に
乗
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q 

質
問

　

苦
情
と
し
て
聞
い
た
の
は

一
度
に
は
支
払
い
が
で
き
な

い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
那
覇

の
方
に
通
っ
て
い
る
な
ど
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
話
し
合
い

を
し
っ
か
り
し
て
下
さ
い
。
島

で
十
分
に
診
察
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
歯
科
診
療

所
が
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
、

役
場
も
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
う

い
う
運
営
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

A 

答
弁  

濱
川
克
也 

　
　
　
　
　
　

 

民
生
課
長

　

現
在
、
窓
口
の
受
付
の
方
は

週
３
日
と
い
う
形
で
、
先
生
と

一
緒
に
診
療
報
酬
の
料
金
を

集
め
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

Q 

質
問

　

次
に
、
村
民
が
満
足
で
き
る

診
療
所
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
足
を
運
ん
で
、
治

療
や
相
談
な
ど
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で

す
か
。

A 

答
弁  

濱
川
克
也 

　
　
　
　
　
　

 

民
生
課
長

　

今
後
は
老
人
ホ
ー
ム
と
も

協
議
し
て
診
察
と
か
、
ま
た
歯

科
相
談
と
か
、
そ
う
い
っ
た
場

を
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
住
民
に

寄
り
添
え
る
歯
科
診
療
所
と

し
て
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

歯
は
一
生
の
宝
、
80
歳
ま
で

20
本
残
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
、
自
分
の
歯
で
一
生
食

べ
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
も
歯
は

本
当
に
１
本
１
本
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
歯
科
診
療
所
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
み
ん
な
が
健

康
で
、
年
齢
を
重
ね
て
も
自
分

の
歯
で
し
っ
か
り
と
食
事
が

取
れ
る
よ
う
に
行
政
も
一
緒

に
努
力
し
て
健
康
づ
く
り
に

努
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
収
入
未
済
額

の
徴
収
状
況
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
以
下
の
収
入
未
済
額
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

１
．
固
定
資
産
税

1
1
,
4
7
8
,
2
0
0
円

２
．
軽
自
動
車
税

1
9
l
,
4
0
0
円

３
．
村
民
税

3
5
7
,
6
8
2
円

４
．
村
営
住
宅
使
用
料

2
7
2
,
5
5
2
円

５
．
定
住
促
進
住
宅
使
用
料

3
l
,
8
0
0
円

６
．
国
民
健
康
保
険
税

2
0
7
,
6
0
0
円

７
．
船
舶
運
送
事
業
費

6
,
2
7
0
,
0
6
7
円

合
計

1
8
,
8
0
9
,
3
0
1
円

令
和
３
年
度
未
執
行
事
業

に
よ
る
不
要
額
に
つ
い
て

①
令
和
３
年
度
決
算
一
般
会

計
で
未
執
行
に
よ
る
不
用
額

７
件
に
つ
い
て
、
未
執
行
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A 
答
弁  

髙
良
修
一 

村
長

　

１
番
目
固
定
資
産
税
、
合

計
で
38
万

7
6
0
0

円
。
内
訳
は
、
家
屋
41
件
、

35
万
7
2
0
0
円
。土
地
が
16

件
、3
万
4
0
0
円
で
す
。
2

番
目
軽
自
動
車
税
、
徴
収
は
０

件
の
０
円
で
す
。
3
番
目
村
民

税
は
１
件
、
1
8
1
2
円
。
４

番
目
村
営
住
宅
使
用
料
、
１

件
、
12
万
7
0
0
0
円
。
５

番
目
、
定
住
促
進
住
宅
使
用

料
、
１
件
、
1
万
8
9
0
0

円
。
６
番
目
、
国
民
健
康
保

険
、
０
件
、
０
円
で
す
。
７
番

目
船
舶
運
送
事
業
費
に
、
３

件
、1
6
4
万
8
8
2
4
円
の

徴
収
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
令
和
３
年
度
未
執
行
事

業
に
よ
る
不
用
額
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
質
問
で
は

７
件
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
確

認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
８
件
の

未
執
行
に
よ
る
不
用
額
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
８
件
の
内
容

に
つ
い
て
御
回
答
致
し
ま
す
。

１
番
目
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
環
境
美
化
事
業
備
品

山 城  雅 雄  議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

購
入
費
60
万
2
0
0
0
円
に

つ
い
て
、
環
境
美
化
作
業
の
会

計
年
度
職
員
の
勤
怠
管
理
と

体
調
管
理
を
同
時
に
行
い
た

い
た
め
、
非
接
触
型
の
体
温
測

定
機
能
機
器
勤
怠
管
理
シ
ス

テ
ム
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
予

定
し
て
い
た
も
の
が
屋
外
で

の
体
温
測
定
が
正
常
に
機
能

し
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
の
で
断
念
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
不
用
額

で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
番
目
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

支
援
事
業
負
担
金
補
助
金
及

び
交
付
金
1
0
0
万
円
に
つ

い
て
、
協
力
隊
員
が
勤
務
１
年

間
活
用
で
き
る
た
め
該
当
者

が
一
人
い
ま
し
た
が
、
申
請

が
な
か
っ
た
た
め
不
用
額
と

な
り
ま
し
た
。
３
番
目
、
衛

生
費
、
清
掃
費
、
環
境
対
策

費
、
工
事
請
負
費
、
修
繕
工

事
費
2
5
0
万
円
に
つ
い
て
、

浸
出
水
取
水
処
理
施
設
地
下

水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
修
繕
に

2
0
0
万
円
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕
に

50
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
し

た
が
、
メ
ー
カ
ー
と
の
調
整

や
部
品
の
調
達
に
時
間
を
要

し
、
年
度
内
の
執
行
が
厳
し
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
た
め
未

執
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次

に
、
衛
生
費
、
清
掃
費
、
環
境

対
策
費
、
備
品
購
入
費
50
万

円
に
つ
い
て
は
、
廃
家
電
格

納
コ
ン
テ
ナ
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
規
格
構
造
の
選

定
及
び
県
内
に
中
古
在
庫
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
未

執
行
と
な
り
ま
し
た
。
５
番

目
、
農
林
水
産
業
の
農
業
費
、

農
業
振
興
費
、
需
用
費
、
農

畜
産
物
集
出
荷
施
設
維
持
費

繰
越
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

3
6
2
万
5
0
0
0
円
は
当

初
見
積
も
り
を
行
っ
た
時
点

で
の
価
格
と
、
新
た
に
見
積

も
っ
た
も
の
で
は
資
材
の
高

騰
な
ど
も
あ
り
、
金
額
が
２
倍

近
く
に
な
っ
た
こ
と
と
、
修
繕

の
緊
急
性
が
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
断
念
し

ま
し
た
。

６
番
目
、
農
林
水
産
業
、
農

業
費
、
畜
産
業
費
、
需
用
費
、

共
進
会
費
50
万
円
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
未
開
催
で
し
た
が
、
最
終
補

正
で
全
額
減
額
と
す
る
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
減
額
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の

残
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７
番

目
、
農
林
水
産
業
費
、
農
業

費
、
農
村
整
備
費
、
工
事
請
負

費
、
農
村
公
園
改
修
工
事
請
負

費
1
9
1
万
3
0
0
0
円
は
、

事
業
関
係
者
が
コ
ロ
ナ
等
で

渡
航
困
難
に
な
り
、
年
度
内
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
見

送
り
ま
し
た
。
８
番
目
、
教
育

費
、
中
学
校
、
中
学
校
管
理
費
、

備
品
購
入
費
57
万
9
7
0
0

円
は
、
次
年
度
へ
予
算
を
繰
り

越
し
た
こ
と
に
よ
る
不
用
額

と
な
り
ま
す
。

Q 

質
問

　

ま
ず
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
徴
収
を
す
る
の
か
、
具
体
的

に
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

A  

答
弁  

糸
洌
洋
一　

　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長

　

最
終
的
に
差
し
押
さ
え
の

手
続
き
に
入
り
ま
す
と
い
う

文
書
も
今
回
同
封
し
発
送
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
広

報
誌
に
今
後
の
手
続
き
、
徴
収

方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
、
徴
収
漏
れ
が
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

ど
う
い
う
対
策
を
取
る
の

か
答
弁
し
て
く
だ
さ
い
。

A  

答
弁  

糸
洌
洋
一　

　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長

　

今
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

に
限
ら
ず
村
税
、
各
種
保
険

税
、
村
営
住
宅
の
使
用
料
を
含

め
て
庁
舎
内
で
税
に
対
す
る

対
策
会
議
を
副
村
長
を
長
と

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
８
月

末
で
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
具
体
的
な
検
討
、
徴

収
方
法
、
差
し
押
さ
え
な
ど
協

議
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
、
次

の
11
月
の
会
議
の
中
で
大
方

の
方
向
性
を
出
そ
う
と
い
う

こ
と
で
今
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

Q 

質
問

　

３
月
定
例
会
の
中
で
副
村

長
が
答
弁
し
、
村
長
の
施
政
方

針
の
中
で
も
財
産
の
差
押
え

の
手
続
き
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
す
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
副
村

長
、
滞
納
分
が
か
な
り
の
金
額

に
お
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
金

額
的
に
は
副
村
長
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
今
後
の
対
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
答

弁
し
て
く
だ
さ
い
。
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

A  

答
弁  

與
那
城
弘
明

　
　
　
　
　
　
　
　

副
村
長

　

納
税
者
の
状
況
判
断
を
確

認
し
な
が
ら
手
続
き
を
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
11
月

に
あ
る
程
度
の
方
向
性
が
決

ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、
税
法
等

に
則
っ
て
徴
収
を
図
っ
て
い

く
計
画
で
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

副
村
長
を
筆
頭
に
し
て
、

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
船
舶
運

送
事
業
費
に
つ
い
て
、
未
納
が

6
2
7
万
67
円
、
収
入
済
額
が

1
6
4
万
8
8
2
4
円
、そ
の

差
額
が
4
6
2
万
1
2
4
3

円
、
ま
だ
徴
収
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
今
年
度
の
分
な
の

か
、
そ
れ
が
過
年
度
分
も
あ
る

の
か
ど
う
か
。

A 

答
弁  

新
里
親
房

　
　
　
　
　
　

船
舶
課
長

　

過
年
度
分
も
含
ん
だ
金

額
と
な
り
、
6
2
7
万
の

金
額
の
内
、
過
年
度
分
が

4
1
1
万
6
1
5
9
円
、現
年

度
分
が
2
1
5
万
3
9
0
8

円
と
な
り
ま
す
。

Q 

質
問

　

一
般
質
問
し
た
1
番
か

ら
7
番
の
未
徴
収
金
額
は

1
6
,
7
7
1
,
0
6
5
円
で

す
。
船
舶
に
つ
い
て
は
資
金
不

足
が
生
じ
て
お
り
、
監
査
委
員

意
見
書
の
中
で
、「
再
び
こ
の

よ
う
な
事
態
が
起
き
な
い
よ
う

予
算
管
理
を
徹
底
し
、
進
捗
状

況
の
確
認
と
共
に
定
期
的
に
歳

入
歳
出
の
執
行
状
況
を
把
握
で

き
る
管
理
体
制
を
構
築
さ
れ
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
最
後
、
村
長
に
伺
い
ま

す
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一
村
長

　

山
城
議
員
は
一
貫
し
て
税

の
徴
収
に
つ
い
て
私
ど
も
を

指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
な

か
な
か
成
果
が
上
が
ら
な

か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
山
城

議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お

り
税
の
徴
収
と
い
う
の
は
、
市

町
村
が
自
由
に
使
え
る
財
源

で
貴
重
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
収
入
に
対
し
て
、
私
ど
も

は
今
ま
で
督
促
状
を
送
っ
た

り
訪
問
を
す
る
、
そ
の
程
度
で

終
わ
っ
て
い
た
の
が
現
実
で

す
。
昨
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
差
し
押
さ
え

の
効
果
も
出
て
い
ま
す
。
公
平

な
村
政
を
行
う
上
で
未
納
の

方
を
１
人
で
も
少
な
く
す
る

こ
と
が
、
公
平
な
村
政
の
運
営

に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
城
議
員
の
こ
れ
ま
で
の
議

員
活
動
の
中
で
、
私
ど
も
に
教

示
さ
れ
た
こ
と
を
し
っ
か
り

と
踏
ま
え
て
、
今
後
は
き
ち
ん

と
差
し
押
さ
え
を
し
て
、
税
の

徴
収
に
励
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

船
の
自
動
車
航
送
に
つ
い

てQ 

質
問

①
船
舶
の
自
動
車
航
送
料
に

つ
い
て
、
５
メ
ー
ト
ル
未
満
の

航
送
料
、
粟
国
・
那
覇
間
、
同

様
、
那
覇
・
粟
国
間
を
同
一
料

金
に
で
き
な
い
か
。

②
令
和
４
年
度
８
月
11
日
の

旧
盆
期
間
中
の
車
の
航
送
料

の
台
数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
が
開
設
し
て
も
う
２
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
８
月
末
ま
で

の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
利
用

台
数
を
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長　

　

昨
年
の
６
月
議
会
で
条
例

を
改
正
し
、
５
ｍ
未
満
に
つ

い
て
は
航
送
料
金
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と

お
り
改
定
の
理
由
は
毎
年
約

2
3
0
0
万
円
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
し
て
い
た
状
況

を
改
善
す
る
た
め
で
す
。
那
覇

在
住
の
出
身
者
い
わ
ゆ
る
郷

友
会
の
皆
様
か
ら
は
航
送
料

の
ほ
か
、
乗
船
券
の
低
減
の
要

請
が
あ
り
ま
す
。
村
の
考
え
と

し
て
は
、
ま
ず
一
括
交
付
金
を

活
用
し
て
数
年
に
わ
た
る
実

証
実
験
と
し
て
乗
船
券
の
減

額
を
図
り
、
観
光
客
の
増
に
繋

が
る
と
い
う
結
果
を
出
せ
ば
、

条
例
改
正
で
乗
船
券
の
低
額

を
図
り
ま
す
。
そ
の
後
、
航
送

運
賃
に
も
同
様
な
手
法
を
行

う
考
え
で
す
。
県
と
現
在
、
乗

船
券
の
み
の
交
渉
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
県
の
ほ
う
か
ら
航

送
運
賃
の
減
額
を
同
時
に
行

う
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

れ
ば
、
方
針
を
変
更
し
ま
す
。

今
年
の
旧
盆
は
８
月
10
日
か

ら
12
日
の
間
、
こ
の
３
日
間
の

太 田  晃 議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

総
数
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ま
ず
那
覇
発
・
粟
国
行
き
は
長

さ
３
ｍ
か
ら
４
ｍ
が
32
台
、
長

さ
４
ｍ
か
ら
５
ｍ
が
２
台
で

す
。
次
に
同
じ
３
日
間
で
粟
国

発
・
那
覇
行
き
で
す
。
３
ｍ
か

ら
４
ｍ
が
12
台
、
４
ｍ
か
ら
５

ｍ
が
１
台
、
５
ｍ
以
上
が
１
台

と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
キ
ャ
ン
プ
場
開
設
日
の

８
月
末
ま
で
の
車
輌
の
利
用

台
数
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
を
利
用
し
た
件
数
は
、
令

和
３
年
度
が
７
台
、
令
和
４
年

度
は
８
月
末
現
在
で
16
台
、
合

計
23
台
と
累
計
と
し
て
な
っ

て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

今
ま
で
は
旧
盆
に
な
る
と

船
の
那
覇
へ
の
運
行
台
数
も

１
日
２
往
復
で
２
日
間
運
行

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
が
ら

空
き
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。

車
の
航
送
料
を
安
く
し
て
、
数

を
多
く
入
れ
て
、
目
い
っ
ぱ
い

荷
物
を
積
ん
で
も
、
片
道
2
時

間
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
空
気

を
運
ん
で
も
同
じ
燃
料
し
か

使
わ
な
い
、
人
と
車
を
目
い
っ

ぱ
い
乗
せ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
収
入
は
上
が
り
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
た
ら
、

私
は
車
の
代
金
は
も
っ
と
安

く
し
て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
村
長
に
伺
い
ま
す
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   
村
長

　

太
田
議
員
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
議
員
活
動
の
大
半
を
、

こ
の
船
舶
の
問
題
に
割
い
て

き
た
と
い
う
ふ
う
に
私
ど
も

も
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
今
そ
の

お
話
が
こ
の
山
が
動
こ
う
と

し
て
い
る
状
況
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
料
金
、
船
運

賃
、
航
送
運
賃
を
安
く
す
る
と

い
う
、
ま
ず
こ
れ
が
粟
国
村
だ

け
の
話
で
し
た
ら
安
く
し
ま

し
ょ
う
。
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

空
気
を
積
ん
で
も
し
か
た
が

な
い
か
ら
、
そ
の
間
に
入
れ
た

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
の
は
確
か
に
正
論
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
ど
も
は
赤

字
の
船
舶
を
運
営
し
て
い
る

自
治
体
で
す
の
で
、
赤
字
団
体

な
の
に
な
ぜ
安
く
す
る
の
か

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
今
回
は
乗
船
券
の
金
額
を

安
く
す
る
の
で
、
那
覇
か
ら
来

る
お
客
さ
ん
に
島
に
来
て
く

れ
る
よ
う
に
、
一
括
交
付
金
を

入
れ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
、
そ
し
て
そ
の
実
証
実
験
と

し
て
数
年
続
け
て
金
額
が
安

く
な
っ
た
ら
粟
国
村
に
来
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
を

総
合
事
務
局
に
見
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
粟
国
村
の
那
覇
か

ら
粟
国
に
行
く
金
額
を
下
げ

て
み
よ
う
と
い
う
今
の
試
み

で
す
。
そ
れ
と
同
じ
手
法
で
航

送
運
賃
に
も
使
え
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
県
に
も
お
話
し

ま
す
。
ま
だ
結
果
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
県
の
ほ
う
で
も
市
町

村
課
、
交
通
政
策
課
と
い
う
２

つ
の
課
が
関
係
し
て
い
ま
す

の
で
、
両
方
と
も
乗
船
券
に
つ

い
て
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
ど
う
い
う
形
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q 

質
問

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
も
、
今
ま
で
23
台
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
全
く
い
な
い

の
と
一
緒
で
す
。
1
5
0
台

と
か
1
0
0
台
近
く
に
い
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
ま
だ
わ

か
り
ま
す
が
。
船
の
運
賃
3
万

円
払
っ
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
で
4
、
5
0
0
0
円
払
っ
て

キ
ャ
ン
プ
に
来
る
人
は
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
逆
に
船
運
賃

こ
れ
だ
け
払
っ
た
ら
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
た
だ
ぐ
ら
い

の
感
じ
じ
ゃ
な
い
と
、
人
は
来

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

の
を
考
え
る
と
船
運
賃
は
う

ん
と
安
く
し
て
で
き
る
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま

す
が
船
舶
課
長
は
ど
の
よ
う

な
意
見
で
す
か
。

A 

答
弁  

新
里
親
房

　
　
　
　
　
　
　

船
舶
課
長

　

料
金
は
認
可
制
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
村
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
証
実
験
等
で
運
賃
の
低
減

が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

こ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
旅
客

運
賃
も
安
く
す
る
、
５
メ
ー
ト

ル
未
満
の
車
も
で
き
る
だ
け

安
く
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
村

長
も
そ
う
い
う
考
え
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
れ
は
実
現
し
て
那

覇
在
住
の
粟
国
出
身
が
、
ぜ
ひ

来
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
た

粟国村議会だより

9

2022年　第56号



※質問・答弁は要約して掲載しています。

だ
け
る
と
、
空
き
家
自
体
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て
盆

正
月
だ
け
で
も
旧
正
や
お
盆

だ
け
で
も
来
れ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
か
ら
低

減
化
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
推
し
進

め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
集
落
内
で
は
空
き
家
が
増

え
、
農
地
で
は
耕
作
放
棄
地
塊

が
増
え
、
雑
草
の
繁
茂
、
虫
の

発
生
な
ど
、
環
境
や
景
観
の
悪

化
が
進
み
、
村
民
か
ら
そ
の
対

策
に
つ
い
て
の
相
談
が
絶
え

ま
せ
ん
。
行
政
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
、
ま
た
相
談
窓
口
や
体
制

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
に
お
い
て
相
談
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
取

り
組
み
と
し
て
空
き
家
マ
ッ

プ
へ
の
登
録
、
空
き
家
情
報
の

問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
て
所
有
者
が
確
認
で

き
る
農
地
は
、
農
業
委
員
会
と

農
地
利
用
適
切
化
推
進
委
員

と
連
携
し
て
農
地
の
集
積
化

に
向
け
た
利
用
権
設
定
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
所

有
者
不
明
の
農
地
に
つ
い
て

は
、
遊
休
農
地
所
有
者
の
死
亡

が
確
認
で
き
る
こ
と
、
現
所
有

者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
所
有

者
不
明
で
あ
る
旨
の
工
事
等

の
手
続
き
を
得
た
あ
と
、
農
地

中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
県

知
事
に
裁
定
の
手
続
き
を
行

え
ば
農
地
中
間
管
理
機
構
が

利
用
権
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
農
地
を
借
り
た
い
人
と

同
機
構
で
料
金
設
定
を
行
う

こ
と
、
そ
う
い
っ
た
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
行
政
と
の
活
用

を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Q 

質
問

　
「
空
き
家
な
ど
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
」
に
「
所
有
者
な

ど
は
そ
の
管
理
す
べ
き
空
き

家
な
ど
空
き
地
が
管
理
不
全

な
状
態
に
な
ら
な
い
の
を
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
な

管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
り
、「
村
民
は
管
理
不

全
な
状
態
で
あ
る
空
き
家
等

空
き
地
等
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
速
や
か
に
村
に
そ
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
第
５
条
で
村
長
は
前

条
の
規
定
に
よ
り
情
報
の
提

供
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
第
３

条
の
規
定
に
す
る
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
当
該
空
き
家
な
ど

空
き
地
の
調
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
」
第
６
条
に
、「
村
長

は
、
前
条
の
調
査
に
よ
り
、
空

き
家
等
空
き
地
が
管
理
不
全

な
状
態
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は

管
理
不
全
な
状
態
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
必

要
な
処
置
に
つ
い
て
助
言
又

は
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
」
そ
う
い
っ
た
情
報
が
村
民

か
ら
苦
情
や
相
談
が
あ
っ
た

と
き
、
条
例
で
も
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

A  

答
弁  

糸
洌
洋
一　

　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
長

　

条
例
規
則
に
沿
っ
て
対
応

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

村
民
が
困
っ
て
い
る
か
ら
直

ぐ
行
っ
て
く
れ
と
、
そ
う
い
う

気
持
ち
で
、
村
長
に
は
や
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
行
政
も

人
不
足
で
す
の
で
、
集
落
支
援

員
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

A  

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

一
応
体
制
と
し
て
募
集
は

し
て
も
い
い
か
な
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
た
だ
職
員
は
、
み

な
住
民
の
た
め
に
働
く
こ
と

を
い
と
わ
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
で
、
私
は
常
日
頃
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
す
ぐ
や
り
た
い

け
ど
業
務
が
多
忙
で
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
、
村
民
第

一
に
奉
仕
の
精
神
で
、
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
住

民
の
声
に
は
真
摯
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。

Q 

質
問

　

家
の
周
辺
と
か
木
を
切
り

た
い
場
合
、
機
械
の
貸
出
に
つ

与那城 義幸 議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

A 
答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

各
字
、
ク
ラ
ブ
で
所
有
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

Q 

質
問

　

農
業
委
員
会
は
年
に
１
回

地
域
の
安
全
利
用
状
況
調
査

し
、
遊
休
地
農
地
と
遊
休
化
の

お
そ
れ
の
あ
る
農
地
を
把
握

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
所
有
者

等
に
対
象
に
利
用
意
向
調
査

な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
と
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く

そ
の
続
き
に
最
終
的
に
農
地

中
間
管
理
機
構
等
を
活
用
し

て
遊
休
農
地
を
有
効
利
用
に

繋
げ
る
ま
で
の
手
続
き
を
農

業
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

行
い
ま
す
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
こ
の
手
続
き

に
則
っ
て
や
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

A  

答
弁  

新
城
光
則

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

要
綱
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実

際
に
回
っ
て
農
地
利
用
に
つ

い
て
、
対
処
し
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
と
令
和
３
年
度
の

遊
休
農
地
を
比
較
す
る
と
、
平

成
29
年
で
1
5
h
a
ぐ
ら
い

あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
の

実
績
だ
と
7
.
3
h
a
、
ほ

ぼ
半
減
は
し
て
い
ま
す
。
所
有

者
組
合
の
土
地
と
か
、
未
相
続

の
土
地
、
現
所
有
者
の
死
亡
や

不
明
で
あ
る
か
農
業
委
員
会

の
ほ
う
で
、
戸
籍
と
か
を
調
べ

て
、
所
有
者
が
い
な
け
れ
ば
粟

国
村
が
告
示
を
し
て
一
定
の

期
間
に
申
し
出
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
利
用
権
を
沖
縄
県
の
農

地
中
間
管
理
機
構
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

に
委
ね
て
、
利
用
権
を
設
定
で

き
る
と
い
う
手
法
が
あ
る
の

で
推
進
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
10
月
か
11
月
頃
、

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
集
約
し
て
ま
た
対

象
者
を
選
定
し
て
通
知
を
す

る
予
定
で
す
。
そ
れ
で
利
用
意

向
調
査
の
方
を
行
う
予
定
で

す
。

Q 

質
問

　

た
だ
ず
っ
と
同
じ
箇
所
が

遊
休
土
地
な
の
で
何
も
し
て

い
な
い
と
し
か
思
え
ま
せ
ん

の
で
、
農
業
委
員
会
も
ち
ゃ
ん

と
動
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
遊
休
の
農
地
の
課
税
強

化
と
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
固
定
資
産
税
か
ら
遊
休
農

地
へ
の
課
税
強
化
が
始
ま
り

ま
し
た
。
遊
休
農
地
所
有
者
が

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸

付
の
意
向
を
示
さ
ず
放
置
し

た
ま
ま
に
し
て
い
る
と
農
業

委
員
会
が
農
地
中
間
管
理
機

構
等
に
協
議
す
る
よ
う
勧
告

し
ま
す
。
そ
の
勧
告
を
対
象
と

な
っ
た
農
地
は
翌
年
１
月
１

日
か
ら
固
定
資
産
税
の
評
価

額
1
.
8
倍
と
な
り
ま
す
。た

だ
し
貸
付
意
向
を
示
し
た
の

に
機
構
が
借
り
な
い
場
合
な

ど
は
課
税
強
化
は
行
わ
な
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ビ
農
家

や
畜
産
農
家
が
遊
休
地
解
消

に
よ
り
増
産
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
早
急
に
動
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
遊
休
農
地
の
話
と
し
て
、
隣

が
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
に
、
草

や
雑
草
が
生
え
て
き
た
場
合
、

隣
地
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
ま
す

が
相
談
窓
口
は
農
業
委
員
会

で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

A
答
弁  

新
城
光
則

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

隣
地
が
耕
作
放
棄
地
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
農
業
委
員

会
の
方
も
介
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。

Q 

質
問

　

農
業
委
員
会
の
推
進
委
員

の
方
の
仕
事
、
役
割
は
ど
う

い
っ
た
も
の
で
す
か
。

A
答
弁  

新
城
光
則　

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

推
進
員
は
土
地
改
良
区
２

名
で
、
２
つ
の
地
区
に
分
け
て

担
当
し
て
い
ま
す
。
実
際
そ
こ

の
土
地
の
利
用
を
推
進
し
て

い
る
人
が
い
る
か
、
そ
の
利
用

状
況
団
体
の
チ
ェ
ッ
ク
、
農
業

委
員
会
総
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
、
意
見
を
述
べ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

農
林
水
産
省
の
も
の
を
見

る
と
、「
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
た
い
こ
と
は
、
地
域
で
の
話

し
合
い
や
個
別
相
談
な
ど
地

元
に
密
着
し
た
現
場
活
動
を

行
い
、
農
業
者
の
意
向
や
農
地

の
情
報
を
把
握
し
、
人
と
農
地

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
農
地
の
有
効
利
用

の
異
議
、
重
要
性
を
地
域
に
伝

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

え
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
、
農

地
に
お
い
て
徹
底
的
な
話
し

合
い
を
行
い
集
落
地
域
が
抱

え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
の
に
農
業
者
の
相
談

に
の
っ
て
下
さ
い
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
推
進

員
を
農
家
の
相
談
窓
口
に
し

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A  

答
弁  

新
城
光
則　

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長　

そ
う
い
っ
た
か
た
ち
で
よ
ろ

し
い
か
と
思
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

粟
国
村
景
観
村
づ
く
り
計

画
で
は
、
景
観
法
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
沖
縄
県
が「
ち
ゅ

ら
島
沖
縄
風
景
づ
く
り
計
画
」

を
制
定
し
、
市
町
村
と
連
携
し

て
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
粟
国
村
で
は
、
平

成
31
年
３
月
に
粟
国
村
景
観

む
ら
づ
く
り
計
画
、
景
観
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
年
度
内
に
協
議
の
場
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、
再
度
、
景

観
村
づ
く
り
計
画
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
村
民
が
困
っ
て

い
た
ら
す
ぐ
や
ろ
う
と
い
う
、

そ
う
い
う
気
持
ち
で
、
ぜ
ひ

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

村
民
牧
場
土
地
使
用
料
未

払
い
に
つ
い
て

Q
質
問

①

６

月

定

例

会

で

1
,
0
1
5
筆
土
地
使
用
料

未
払
い
で
６
月
10
日
現
在
21

筆
の
支
払
い
を
実
施
し
、
そ
の

後
の
支
払
い
筆
数
と
未
払
い

筆
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
賃
貸
契
約
書
６
月
10
日
時

点
で
2
0
2
筆
、そ
の
後
何
筆

契
約
書
を
作
成
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
契
約
書
、
残
り
何
筆
か
伺

い
た
い
。

③
平
成
７
年
度
事
業
実
施
し
、

土
地
2
9
3
坪
、25
年
間
一
度

も
使
用
料
が
未
払
い
で
現
在

に
至
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い

て
、
ま
た
は
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

④
地
権
者
と
の
賃
貸
契
約
書

も
な
く
事
業
が
執
行
で
き
た

根
拠
、
県
が
事
業
を
許
可
し
た

根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一   

村
長

　

村
民
牧
場
の
土
地
使
用
料
の

未
払
い
に
つ
い
て
、
６
月
定
例

会
以
降
支
払
っ
た
筆
数
は
９
月

９
日
時
点
で
97
筆
、
未
払
い
は

8
9
7
筆
で
す
。
契
約
書
の
件

で
す
が
、
６
月
議
会
で
今
年

の
６
月
10
日
時
点
で
2
0
2

筆
と
報
告
し
ま
し
た
が
、
報

告
漏
れ
が
あ
り
、
2
1
4
筆
に

訂
正
し
ま
す
。
契
約
し
た
筆
数

に
つ
い
て
は
支
払
っ
た
筆
数
に

つ
い
て
は
同
じ
97
筆
で
残
り
も

8
9
7
筆
と
な
り
ま
す
。
次
に

３
番
目
に
平
成
７
年
度
か
ら
一

度
も
未
払
い
に
つ
い
て
、
土
地

の
名
義
人
の
戸
籍
を
追
っ
て
相

続
人
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
で

使
用
料
の
払
い
を
進
め
る
以
外

に
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
４

番
目
の
地
権
者
と
の
賃
貸
契
約

が
な
く
執
行
で
き
た
根
拠
に
つ

い
て
、
事
業
を
進
め
な
が
ら
同

意
手
続
き
及
び
契
約
締
結
を
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
県
と

調
整
を
行
っ
て
い
き
、
同
意
率

が
ど
の
程
度
だ
っ
た
か
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
施
工

同
意
書
が
あ
る
程
度
集
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
許
可
を
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
で
す
。

Q 

質
問

　

施
工
同
意
書
、
お
願
い
す
る

と
き
に
地
主
不
明
、
そ
し
て
未

相
続
、
そ
う
い
う
方
々
の
土
地

は
ど
の
よ
う
に
同
意
を
取
っ

た
の
か
。

A  

答
弁  

新
城
光
則　

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

そ
の
よ
う
な
未
相
続
の
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
う

い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
現

状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
ス

ス
キ
畑
を
取
り
除
く
程
度
の

工
事
を
進
め
、
周
り
の
施
工
承

諾
を
と
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
ユ
ン
ボ
を
入
れ
て
土
壌

改
良
を
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

Q 

質
問

　

25
年
間
も
土
地
を
未
払
い

と
い
う
こ
と
は
大
変
重
大
な

問
題
で
す
。
ぜ
ひ
未
相
続
の
土

地
、
そ
し
て
地
主
不
明
の
土

地
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
調
査

城 間  成 弘  議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

を
し
て
、
必
ず
謝
礼
が
で
き
る

よ
う
な
方
法
、
そ
し
て
地
主
不

明
の
方
の
相
続
が
で
き
る
よ

う
な
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
。

A  

答
弁  

新
城
光
則　

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

契
約
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

行
っ
て
い
き
ま
す
。
所
有
者
不

明
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
調

査
を
し
て
、
な
る
べ
く
特
定
さ

せ
て
続
け
る
所
存
で
す
。

Q 

質
問

　

牧
場
の
件
で
す
け
ど
、
粟

国
村
地
主
不
明
未
相
続
、
地

主
不
明
が
約
5
0
0
筆
と
い

う
、
沖
縄
県
で
も
戦
後
の
処
理

が
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
回
、
牧
場
の
件
し
っ
か
り
真

剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
未
相
続
や
地

主
不
明
の
そ
の
牧
場
に
あ
る

土
地
を
解
決
で
き
た
ら
村
全

体
や
っ
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
牧
場
の
未
払
い
土

地
、
そ
れ
を
足
が
か
り
に
し
て

粟
国
村
の
地
主
不
明
、
未
相
続

を
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
け
ど
、
村
長
、
そ
の

点
ど
う
で
す
か
。

A  
答
弁  

髙
良
修
一 

村
長

　

こ
の
土
地
が
将
来
、
新
た
な

所
有
者
名
の
土
地
と
な
っ
て

も
一
旦
契
約
を
し
て
い
れ
ば
、

先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
法
務

局
に
供
託
で
き
る
と
い
う
制

度
が
使
え
る
と
、
問
題
が
な
く

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
一
刻
も

早
く
契
約
交
わ
せ
る
よ
う
に
、

担
当
の
方
に
は
、
ま
た
馬
力
を

か
け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

し
っ
か
り
や
れ
ば
税
の
増

収
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

一
周
道
路
等
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
産
業
の
振
興
、
粟
国
村
の
発

展
の
為
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
未
払
い
で
は

あ
り
ま
す
け
ど
、
し
っ
か
り
牧

場
か
ら
始
め
て
、
し
っ
か
り
解

決
で
き
る
方
法
で
対
処
し
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

漁
業
振
興
に
つ
い
て

Q 

質
問

　

①
６
月
定
例
会
で
も
質
問

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
組
合
と

話
合
い
を
持
っ
た
か
伺
い
た

い
。

②
漁
業
振
興
は
村
と
し
て
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
と
、
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
報
道

で
将
来
本
村
は
、
人
口
減
少
率

60
％
で
県
内
で
１
位
で
あ
る

と
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
為
に
も
漁
業
振
興

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
村
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

A  

答
弁  

髙
良
修
一 

村
長

　

組
合
等
の
話
合
い
に
つ
い

て
、
７
月
以
降
コ
ロ
ナ
感
染
が

本
村
で
拡
大
し
た
こ
と
か
ら

話
合
い
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
話
を
す
る
予
定
で
す
。

　

漁
業
の
振
興
は
本
村
の
産

業
発
展
に
重
要
で
す
。
支
援
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
漁
業
の
み
な
ら
ず

他
の
産
業
振
興
も
推
進
し
て

い
く
こ
と
で
仕
事
の
創
出
を

図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
人
口
流

出
の
抑
制
に
努
め
る
所
存
で

す
。

Q 

質
問

　

ぜ
ひ
行
政
の
ほ
う
か
ら
周

囲
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
何

と
か
で
き
る
方
向
に
持
っ
て

い
っ
て
、
で
き
れ
ば
総
会
も
開

い
て
、
漁
業
従
事
者
の
皆
さ
ん

が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
漁
業

振
興
に
繋
が
る
よ
う
な
補
助

金
、
事
業
等
も
導
入
し
て
活
性

化
す
れ
ば
、
人
口
の
増
加
、
担

い
手
育
成
に
も
繋
が
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
力
を
入

れ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
ア
」
の
く
に
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て

 

Q 

質
問

　

①「
ア
」
の
づ
く
り
推
進
事

業
予
算
額
3
,
7
8
4
万
円
、

10
月
15
日
、
16
日
は
ア
の
国
ま

つ
り
を
予
定
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
業
者
を
選

定
し
た
の
か
伺
い
た
い
。

②
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
ま
た
ア
の
国
ま
つ
り
に

村
民
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一 

村
長

　

業
者
選
定
に
つ
い
て
、
７
月

25
日
に
本
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
令
和
４
年
度
粟
国
村

「
ア
」
の
く
に
づ
く
り
推
進

事
業
委
託
業
務
に
か
か
る
企

粟国村議会だより
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画
提
案
書
の
募
集
の
公
示
を

行
っ
た
と
こ
ろ
２
社
か
ら
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
２
社
に
よ
る
企
画
提

案
説
明
会
を
８
月
16
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
本
説
明
会
の

内
容
と
し
て
事
業
者
に
よ
る

企
画
提
案
の
説
明
を
行
っ
た

後
、
審
査
委
員
か
ら
の
質
疑
応

答
を
得
た
後
、
審
査
委
員
の
中

で
、
よ
い
企
画
提
案
を
行
っ
た

業
者
を
選
定
し
、
契
約
し
ま
し

た
。
契
約
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
る
随
意
契
約
と
な
り
ま

す
。
次
に
ま
つ
り
に
村
民
が
参

加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
、
10
月
15
、
16
日
に
開
催

予
定
の
ア
の
国
ま
つ
り
を
は

じ
め
、
粟
国
島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
集
客
に
向
け
た
県
内

の
テ
レ
ビ
番
組
放
映
や
キ
ャ

ン
プ
経
営
の
ウ
ェ
ブ
媒
体
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
村

の
観
光
誘
客
に
向
け
て
粟
国

島
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

を
活
用
し
た
親
子
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
実
施
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
本
村
の
新
た
な
写

真
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
粟
国
港

や
粟
国
空
港
に
ア
ニ
ー
ち
ゃ

ん
像
を
そ
れ
ぞ
れ
１
基
設
置

す
る
と
と
も
に
古
く
な
っ
た

ア
ニ
ー
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み

の
製
作
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
、
沖
縄
情
報
を
発
信
し
て

い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
よ

る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
情
報
発
信
や
既

存
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

印
刷
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
つ
り
に
村
民
が
参
加
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
調
整
に
は
な
り
ま
す
が
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
の
芸
能
出

演
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ビ
ン
ゴ

大
会
、
出
店
へ
の
出
店
を
予
定

し
て
い
ま
す

Q 

質
問

　

粟
国
村
は
３
字
あ
り
、
旧

正
月
の
行
事
等
も
あ
り
ま
す
。

マ
ー
ス
ヤ
ー
、
村
お
こ
し
と
い

う
行
事
も
あ
り
、
芸
能
関
係
そ

れ
を
発
信
す
る
た
め
に
取
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
特
産
品
は
黒

砂
糖
、
モ
チ
キ
ビ
、
羊
羹
、
か

り
ん
と
う
、
塩
な
ど
出
店
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

A  

答
弁  

新
城
光
則　

　
　
　
　
　
　
　

経
済
課
長

　

ア
の
国
ま
つ
り
の
出
店
業
者

と
い
う
こ
と
で
島
の
業
者
5
店

舗
の
場
所
確
保
は
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
募
集
を
募

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
を
集
め
る

の
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
郷

友
会
の
皆
さ
ん
は
、
芸
能
に
携

わ
る
方
た
く
さ
ん
い
ま
す
の

で
、
是
非
声
を
か
け
１
日
、
２

日
ぐ
ら
い
は
里
帰
り
の
気
持

ち
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
是
非
取
り
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。最

終
定
例
議
会

　
　

議
長
あ
い
さ
つ

粟
国
村
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
山
城
雅
雄

　

本
日
こ
こ
に
令
和
４
年
第

５
回
粟
国
村
議
会
定
例
会
を

閉
会
す
る
に
あ
た
り
、
議
長
と

し
て
最
後
の
定
例
会
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
30
年
の
9

月
改
選
後
の
初
議
会
で
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

村
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任

し
て
以
来
、
議
員
各
位
は
も
と

よ
り
、
髙
良
村
長
を
は
じ
め
理

事
者
の
皆
様
に
は
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
議
長
と
し

て
の
重
責
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
折

し
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
と
い
う
未
曽
有
の

事
態
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
な
ど
村
を
取
り
巻
く
日
々

刻
々
と
変
化
す
る
状
況
に
い

か
に
対
応
す
る
べ
き
か
、
村
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
重

要
な
も
の
と
な
る
中
、
村
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
も
と
よ
り
、

村
民
に
わ
か
り
や
す
く
開
か

れ
た
村
議
会
と
す
る
た
め
に

も
、
今
後
も
村
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
不
断
の
改
革
に
取
り
組

み
、
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
私
は
今
期
粟
国
村
議
会

議
員
の
任
期
終
了
と
と
も
に

勇
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
皆
様
と
と
も
に
、
微
力

な
が
ら
村
政
発
展
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
議
長
退
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　

令
和
４
年
９
月
14
日
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議　　案 件　　　名
＊議案の概要 結果 結果日付 小橋川

聡
赤嶺
眞知子

太田
晃

与那城
義幸

城間
成弘

上江洲
智章

山城
雅雄

1 議案第23号 工事請負契約について 可決 8 月 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長2 発議第24号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例について 否決 8 月 8 日 × ○ × × × ○

議　　案 件　　　名
＊議案の概要 結果 結果日付 小橋川

聡
赤嶺
眞知子

太田
晃

与那城
義幸

城間
成弘

上江洲
智章

山城
雅雄

1 議案第25号
令和４年度粟国村一般会計補正予算（第２号）に
ついて＊歳入歳出 266,840 千円を追加し、予算総額
2,310,212 千円とする。

可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

2 議案第26号
令和４年度粟国村航路事業特別会計補正予算

（第２号）について＊歳入歳出 79,351 千円を追加し、
予算総額 454,912 千円とする。

可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 議案第27号
令和４年度粟国村集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について＊歳入歳出 1,440 千円を追加し、
予算総額 30,752 千円とする。

可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 議案第28号
令和３年度粟国村村民牧場事業特別会計補正予算

（第２号）について＊歳入歳出 1,107 千円を追加し、予
算総額 30,555 千円とする。

可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 認定第1号 令和３年度粟国村一般会計決算の認定について 可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 認定第2号 令和３年度粟国村国民健康保険特別会計決算の認定について 可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 認定第3号 令和３年度粟国村航路事業特別会計決算の認定について 承認 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 認定第4号 令和３年度粟国村簡易水道事業特別会計決算の認定について 承認 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 認定第5号 令和３年度粟国村農業集落排水事業特別会計決算の認定について 認定 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 認定第6号 令和３年度粟国村村民牧場事業特別会計決算の認定について 認定 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 認定第7号 令和３年度粟国村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認定 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 報告第4号 令和２年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 認定 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 同意第2号  監査委員選任の同意について
＊呉屋貴美江氏を選任することについて。 認定 9 月 14 日 × ○ ○ ○ × ○

14 発議第5号
中華人民共和国による台湾周辺海域での軍事演習の
実施及び我が国排他的経済水域（ＥＥＺ）へ向けた
弾道ミサイルの発射に対する抗議決議について

可決 9 月 14 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年  第4回 粟国村議会 臨時会　議決結果賛否一覧表（8月）令和4年  第4回 粟国村議会 臨時会　議決結果賛否一覧表（8月）

令和4年  第5回 粟国村議会 定例会　議決結果賛否一覧表（9月）令和4年  第5回 粟国村議会 定例会　議決結果賛否一覧表（9月）

会期 : 令和 4年 8月 8日

会期 : 令和 4年 9月 13日〜 14日

議案賛成者は ｢○｣、反対者は ｢×｣ とします。退席者は「退｣、欠席者は ｢欠｣、除斥者は「除」、無記名投票は「投」とします。
※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合を除く）

平成 30 年９月 28 日〜令和４年９月 27 日任期粟国村議会議員最終定例会

粟国村議会だより
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4（5回）
城間　成弘

３(２回）
赤嶺　眞知子

７　（３回）
与那城　義幸

２(１回 )
照喜名　英雄

６（３回）
上江洲　智章

１（３回）
小橋川　聡

５（１回）
宮里　昻

副議長
小橋川　聡

議長
与那城　義幸

新たな議員構成で村議会が始まりました
　令和４年８月 28日に粟国村議会議員選挙が実施され、７名議員が選出されました。新議員
によって第６回粟国村議会臨時会が令和４年９月 28日に開かれ、投票により正副議長の選出、
各議員の議席の指定、議会を構成する議会運営委員の選任、議会広報調査特別委員会の設置に
関する決議、一部事務組合の議会議員の選出が決定されました。

　
こ
の
た
び
９
月
村
議
会
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
な
ら

び
に
副
議
長
の
職
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
、
村
民
の
皆

様
の
多
様
な
声
に
耳
を
傾
け
、

課
題
に
丁
寧
に
取
り
組
み
、
公

正
な
議
会
運
営
に
誠
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長・副議長就任あいさつ

新議員の紹介

委員会の構成
（◎は委員長、〇は副委員長）
議会運営員会　◎上江洲智章、〇赤嶺眞知子、照喜名英雄、城間成弘、宮里昻
議会広報調査特別委員会　◎小橋川聡、〇照喜名英雄、〇宮里昻

議会選出各種議会議員
南部広域行政組合議会議員　　　　上江洲智章
南部市町村圏事務組合議会議員　　宮里昻
沖縄県介護保険広域連合議会議員　照喜名英雄

掲載は議席番号順、（ ）は当選回数

粟国村議会だより
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議　　案 件　　　名
＊議案の概要 結果 結果日付 小橋川

聡
赤嶺
眞知子

宮里
昻

照喜名
英雄

城間
成弘

上江洲
智章

与那城
義幸

1 議長の選挙 与那城義幸 9 月 28 日 投 投 投 投 退 投

議

長

2 副議長の選挙 小橋川聡 9 月 28 日 投 投 投 投 投 投

3 議会運営委員の選任

選任　　　　
上江洲智章　
赤嶺眞知子　

城間成弘　
照喜名英雄　

宮里昻

9 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 発議第６号 議会広報調査特別委員会の設置の件

原案可決　選任　　　
小橋川聡　

照喜名英雄　
宮里昻

9 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 南部広域市町村圏事務組合議会議員の選挙 宮里昻 9 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 沖縄県介護保険広域連合議会議員の選挙 照喜名英雄 9 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 南部広域行政組合議会議員の選挙 上江洲智章 9 月 28 日

8 同意第３号 監査委員選任の同意について
＊赤嶺眞知子氏を選任することについて 否決 9 月 28 日 ○ 除 × × × ○

議案賛成者は ｢○｣、反対者は ｢×｣ とします。退席者は「退｣、欠席者は ｢欠｣、除斥者は「除」、無記名投票は「投」とします。
※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合を除く）

令和4年  第6回 粟国村議会 臨時会　議決結果賛否一覧表（9月）令和4年  第6回 粟国村議会 臨時会　議決結果賛否一覧表（9月）
会期 : 令和 4年 9月 28日

研修報告に寄せて
　令和 4 年 10 月 13 日、那覇市自治会館で沖縄県町村議会議長会主催の議員研修会が開催され、

全議員が参加した。研修会では全国町村議会議長会　議事調査部長飯田厚氏から「町村議会の議
員報酬と政務活動費のあるべき姿」と題しての講義がありました。議員の報酬のあり方について
は昭和 53 年 7 月議員報酬の考え方として「村長の職務遂行日数」と「議員の職務遂行日数」を
比較してその割合を村長の給料月額に乗じて議員の報酬月額を算出する方式でその水準は村長の
30％を見込んでいます。議員の議会活動の内容により、職務遂行日数を増して地域に貢献するた
めにも本来の行政を監視する機能、政策立案機能を高め、議会力を向上させなければならず自ず
と理解力アップと資質向上が求められるため、今後、より一層の議会改革を行いたいと決意を新
たにしました。

マイナンバーの取得を！
　マイナンバーカードの普及促進のため、総務大臣は来年度の地方交付税を算定する際に交付率
を反映させる考えを示しました。地方交付税は大事な財源です。役場からの申請応援もあります
ので、是非早めの取得をお願いします。
　総務省資料より：粟国村の取得状況は、令和４年 10 月末現在　人口 681 人　交付枚数 258 枚
交付枚数率 37.9% です。沖縄県内では伊江村が交付枚数率トップで 65％となっています。

粟国村議会議員　照喜名英雄

議員コラム

粟国村議会だより
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住民と議会をつなぐ
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粟国村

議会傍聴について議会傍聴について
　12月定例会は、12月6日（火）
開会予定です。
　粟国村ホームページ、インフォ
メーションに粟国村議会・粟国村
議会だよりを掲載していますので
ご覧ください。
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議 会 の 動 き議 会 の 動 き

表紙の題字と写真をお寄せください表紙の題字と写真をお寄せください
題字（議会だより）と写真を募集しています。
連絡先：議会事務局　
　　　　電話：988-2222　FAX：988-2281
             Mail：gikai@vill.aguni.okinawa.jp

8月
１日 議会運営委員会
８日 令和４年第４回粟国村議会臨時会
２２日 南部地区市町村議会議長会定例会（議長）

9月

７日 議会運営委員会
13～14日 令和４年第５回粟国村議会定例会

26日 当選議員協議会事務局
28日 令和４年第６回粟国村議会臨時会

10月

1 日 粟国幼小中学校運動会（議長、副議長）
11日 沖縄県町村議会議長会定例総会（議長）
12日 沖縄県離島振興市町村議会議長会　臨時総会（議長）
13日 沖縄県町村議会議員研修会（全議員）
15日 アの国まつり（全議員）
27日 議会運営委員会

11月

4 日 令和４年第７回粟国村議会臨時会
８日 第 40回離島市町村議会議長全国大会（議長）
9日 第 66回町村議会議長全国大会（議長）

10～11日 南部地区市町村議会議長会行政視察研修（議長）
16日 町村議会広報研修会（広報委員）
18日 議会運営委員会　全員協議会
19日 粟国幼小中学校学習発表会
22日 令和 4年第 8回粟国村議会臨時会
28日 町村議会常任委員長・副委員長実務研修会
29日 議会運営委員会


